
 
主要な研究成果 

地下施設の施工性を考慮した岩盤評価法の提案 
 
背  景 
高レベル放射性廃棄物地層処分の実現のためには、三段階の選定過程を経て地下深部300～1000mに、直径5m程

度のトンネルを大規模に展開して地下施設を建設する必要がある。第一段階は、公募に応じた候補地から文献調査結

果を基に概要調査地区が選定されることとなっているが、地下深部においてトンネルの施工性に大きく影響する要因の

特定とその地質特性に関する岩盤評価法の確立が求められている。 

 

目  的 
第一段階での文献調査の結果を基に地下施設の施工性を考慮した岩盤評価法を構築するため、我が国における既

往の地下構造物について調査・分析を行い評価法を構築し提案する。 

 

主な成果 
1．地下構造物の施工性に大きな影響を与えた要因の分析 

トンネルなどの地下構造物の建設において施工性に大きな影響を与えた要因の事例（325 例）を収集・整理した結

果、”地下水を主因とする現象”と”岩盤の力学特性を主因とする現象”に大別することができた。 

(1) 地下水を主因とする現象には、高圧・大量湧水に伴う地山崩壊および流砂による地山崩壊があった。 

(2) 岩盤の力学特性を主因とする現象には、膨張性地山および山はねがあった。 

2．既往の地下構造物の建設において地下水および岩盤の力学特性を主因とする現象が見られた地点の把握（図1） 

地下構造物の施工性に大きな影響を与えた、地下水を主因とする高圧・大量湧水に伴う地山崩壊と流砂による地山崩

壊、および岩盤の力学特性を主因とする膨張性地山と山はねの見られた地点を、地質図上で把握した。 

3．既往の地下構造物の施工性に大きな影響を与えた要因と地質特性の関連性を検討（表1） 

施工性に大きな影響を与えた要因と地質特性（地域、地質（岩種）、地質時代）との関係を分析し、両者の関連性の有

無とその程度を明らかにした。 

4．地下施設の施工性を考慮した総合的な岩盤評価法の提案（図2） 

地下施設の施工性に係わる岩盤評価法として、一般的な軟質岩および硬質岩についてランク付けを行い、施工性に

大きな影響を与える工事の難易度に関係する要因の有無と程度、さらに、地山の複雑さの有無と程度の評価を付加して

いく、総合的な岩盤評価法を提案した。 

 

なお、本研究は、原子力発電環境整備機構（NUMO）からの受託研究として実施したものである。 

 

今後の展開 
今後は、第二段階として行われる精密調査地区選定で確認すべき事項をとりまとめるとともに、精密調査地区選定段

階での施工性に関わる評価法の構築を目指す。 
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図1 地下水および岩盤の力学特性を主因として施工性に大きな影響が発生した既設地点の分布 

 

表1 施工性に大きく影響する要因と地質特性の関係
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図2 施工性に関わる岩盤の総合評価の流れ 




